
36小松島港



小松島港は、徳島自動車道津田ＩＣから小松島方面へ車で約二十分、ＪＲ南小松島駅から徒歩十分の場所にある。清らかな水や緑豊かな山林、美しい海浜など自然環境に恵まれた小松島市。その中心に古くから瀬戸内海、紀伊水道に接する四国屈指の良港として栄えてきた小松島港。四国の東玄関として客船やフェリーが発着し、大勢の人の出入りが絶えなかった客船航路は明石海峡大橋の開通に伴い廃止され久しい。現在の小松島港は、徳島市から小松島市にかけて四つの岸壁（沖洲・本港・金磯・赤石）を持つ国際・地域物流の拠点となっている広域港。大型コンテナ船、国内外の豪華クルーズ船、貨物船なども寄港する。中でも赤石岸壁に佇むガントリークレーンは通称キリンと呼ばれ、その巨大な姿から港のシンボル的な存在で注目を浴びている。沿岸地域は、ドッグや造船所、魚市場など海に関わる産業で栄えている。
港湾すぐ近くのしおかぜ公園には、無料駐車場や公衆トイレも完備され、市民の憩える港となっている。かつての港跡はウッドデッキが敷き詰められ、ワシントンヤシが海風に揺れる。波おだやかな日は浮桟橋や埠頭に釣りを楽しむ老若男女の姿がある。
　海の恵み豊かな漁港で、古くから鱧の本場と称されている。鱧の白身は脂が豊かで栄養価も高く、骨切りにより素朴な柔らかさ引き出される。また、和田島ちりめんや竹ちくわ、フィッシュカツなどの水産加工食品も有名で、近辺には名産店や食事処もある。
　毎年、海の日にちなみ小松島港まつりが開催され、阿波踊りや屋台で賑わう。特に最終日の納涼花火は迫力満点。水面に花火が映り染め、幻想的な光景である。阿波花火の発祥地としても知られる小松島を代表する、夏の風物詩として小松島港全体が祭り一色に染まる。
　港近くのホール前には、昭和六年秋、神戸から初めて四国小松島に着いた歌人「与謝野鉄幹・晶子」の美しい歌碑が建立されている。吟行、講演、観光など生涯一度の阿波路へ、そして四国遍路へと旅立たれる第一歩の地。その記念に詠まれた夫婦の二首が刻まれている。
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